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新学会長挨拶 

         佐藤 了（秋田県立大学） 

 
 本学会は、東北農業を主な対象として、経済的諸

問題の専門深化を図り、問題解決の方策を探る目的

で 1965 年に発足した。つまり当初から地域密着が

特色の一つであった。近年、若手を中心に投稿数、

口頭報告の増加傾向やこれまで農村生活研究分野

で活動してきた方々が加わるなど、学会活動の活発

化や分野の拡大傾向があるが、その場合でも、地域

現場の実情に即した経済的諸問題の解明と打開方

策の探求という点が本学会の基調として貫かれて

いる。 

 東北地域は、周知の通り豊かな自然や生物資源に

恵まれている。地域経済における農業のウエイトが

相対的に高く、水田を中心的な基盤としてわが国の

発展を支えてきた。しかし土地利用型農業のウエイ

トが高いだけ、グローバル化に即応する国境措置や

国政の動向からより強い影響を受ける。こうした流

れは、とくに 1990 年代以降の輸入拡大の下で、こ

の地域の農業・農村の喉元に突き刺さり、従来のま

までは立ち行かない事態を急速に広げている。また

国から示される「担い手」モデルだけでは、地域農

業や地域社会の持続性や定住性、食料自給率の向上

などに限定的な意味しか持ちえなくなっている。 

 そうであるならば、何をどうすべきか。当然それ

には様々な考え方があり得る。が、地域現場に即し

た問題解明と解決方策を探求してきた本学会には、

これまでの伝統を活かして新たな事態にチャレン

ジしていくことが強く求められているように思う。

今日、国民の食や農の安心・安全への関心が高まっ

ている。それに呼応して環境や健康に配慮した農業

や技術のあり方やその評価、農と食に関する教育な

どまで視野に収めた実践が、いま、様々な地域現場

で真剣に取り組まれている。こうした中で、農業を

中心とした地域社会の経済現象や食料・農業・農村

に関する政策の効果や問題点を地域の人々の営為

に深く立ち入って具体的に解明して評価すること、

そこから地域社会と地域農業の持続可能性を向上

させる道筋を探り当て、それに向けて地域現場で試

みられている政策実験を率直に評価して批判し、そ

の省察の上に立った再提案が求められているので

はないであろうか。そこまで望むのは無いものねだ

りだとしても、まず本学会に求められているのは、

地域現場の真摯な実践と率直な声に学び、真剣に対

話し、ともに打開の道筋を探っていこうとする姿勢

なのではないであろうか。 

 こうした課題にチャレンジする限り、本学会の存

在価値は増大していくと考える。若手やこれまで農

業とあまり係わりの無かった方々にも、この際、か

けがえのない食や文化、自然環境の源である農業・

農山村に関心を寄せて頂ければ幸いである。 

 

                                       

福島大会開催される 

 
 第４２回東北農業経済学会福島大会は、去る 2006

年８月 31 日～9 月 1 日に福島市・福島大学を会場

に、会員、一般参加者あわせて約 200の参加のもと

で開催されました。 

 シンポジウム「東北地域における集落営農の可能

性と課題－経営所得安定対策等を踏まえて－」（座

長：東山寛氏・北海道大学大学院農学研究科、中島

精一氏・福島県農業協同組合中央会）では、楠本雅

弘氏（山形大学農学部）、浅野裕幸氏（福島県農林

水産部経営支援領域担い手育成グループ）、石田吉

仁氏（ＪＡ会津みどり営農部）、小山良太氏（福島

大学経済経営学類）の 4つの報告に対し、宮武恭一

氏（中央農業総合研究センター）、吉井邦恒氏（農

林水産研究所）、津田渉氏（秋田県立大学）の 3氏

からコメントが寄せられました。福島県における水

田農業の現状分析と担い手対策及び集落営農のあ

り方について活発な討議が行われました。 

 近年、農村活性化対策として注目されている「女

性が提案する地域の農業」を取り上げたミニシンポ
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ジウム（コーディネーター：福島大学・千葉悦子氏）

では、基調講演（結城登美雄氏（民俗研究家）、渡

辺啓己氏（農村工学研究所）と 2人のパネラー、根

本君江氏（船引町生活研究グループ連絡協議会会

長）、大迫麻記子氏（毎日新聞）よるパネルディス

カッションが行われました。 

 また、４会場で行われた個別報告では会員の日頃

の研鑽の成果が 27課題発表されました。 

 

 

本会総会が開催されました 

 

 福島大会で、本会の総会が開催されました。議題

は以下の通りです。 

１）2005 年度活動報告および 2006 年度活動計画（①

編集委員会、②企画関係、③渉外報告、④庶務報告） 

２）2005 年度会計決算報告および会計監査報告 

３）2006 年度会計予算 

４）2006 年度役員について 

５）会則の改正について 

６）2006 年度開催地について 

７）学会賞選考委員会報告 

８）その他 

 このうち会則の改正は、役員に顧問をおくことに

伴う措置です。新しい役員は別項の通りです。2006

年度開催地（07 年 8 月開催）は、岩手県に決まりま

した。 

 なお会計決算予算は原案通り了承されましたが、

わかりやすい様式で報告すべきであるという意見

があり、次期大会は新形式で提案することになりま

した。 

 学会賞（木下賞）は、学術賞が中田嘉博さん（青

森県ふるさと食品センター）、奨励賞が前山薫さん

（岩手県農業研究センター）、実践賞が長崎悦郎さ

ん（農事組合法人立花ファーム代表理事）と決まり

ました。この方たちへの表彰式は総会終了後に行わ

れました 

 

 

 

 

 

 

 

東北農業経済学会新役員 

（任期：2006 年 9 月 1 日～2008 年 8 月 31

日） 

 

【 理 事 】 

会 長：佐藤了（秋田県立大学） 

副会長：神田健策（弘前大学：編集委員会委員長） 

同 上：小池俊吉（東北農業研究センター：学会賞

選考委員会委員長） 

同 上：大鎌邦雄（東北大学：企画・会計担当） 

 澁谷長生（弘前大学） 

 横山英信（岩手大学） 

 木下幸雄（岩手大学） 

 下山 禎（東北農業研究センター） 

 長浜健一郎（秋田県立大学） 

 柳村俊介（宮城大学：庶務担当） 

 小沢 亙（山形大学：編集担当） 

 須田茂樹（山形県村山総合支庁産業経済部西村山

農業技術普及課） 

 藤澤弥榮（福島県） 

 小山良太（福島大学：会員担当） 

 伊藤忠雄（新潟大学） 

 青柳 斉（新潟大学） 

 吉井邦恒（農林水産政策研究所） 

 小野雅之（神戸大学） 

 中村勝則（秋田県立大学：編集委員会事務局担当、

会長指名理事） 

 長谷川啓哉（東北農業研究センター：学会賞選考

委員会事務局担当、会長指名理事） 

 小川勝弘（岩手県農業研究センター：大会担当、

会長指名理事） 

【 監 事 】 

  駒場  彰（東北学院大学） 

 菊地敬子（宮城県食と暮らしの安全推進課） 

【 評 議 員 】 

 鳴海勇蔵（青森県農林水産部課長） 

 佐藤和夫（青森県農林総合研究センター長） 

 窪寺洋志（青森県農協中央会参事） 

 川嶋明澄（岩手県農業研究センター企画経営情報

部長） 

  平賀勇志（岩手県農林水産部農業振興課担い手対

策担当課長） 

 畠山房郎（岩手県農協中央会参事） 

 斉藤 了（秋田県農林水産部） 

 佐藤 実（秋田県農協中央会） 
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 布田順一（宮城県農業振興課長） 

 田中順一（山形県農林水産部次長） 

 吉田修一（山形県農協中央会参事） 

 鈴木 洋（山形県村山総合支庁産業経済部農業技

術普及課） 

 石澤孝司（山形県置賜総合支庁産業経済部西置賜

農業技術普及課） 

 榎本 優（福島県農林水産部経営支援領域総括参

事） 

 長島俊一（福島県農協中央会参事） 

 道喜俊弘（福島県農業総合センター副所長） 

 宮武恭一（中央農業研究センター） 

 小林 巧（新潟県経営普及課） 

 重野徳夫（新潟県農協中央会常務） 

 三宅晃（農林水産省東北農政局企画調整室長) 

【  顧  問  】 

 山根祥生（農林水産省東北農政局長） 

 

 

岩手大会のご案内 

 

 第 43 回東北農業経済学会岩手大会は、平成 19 年

8 月 23 日（木）～24 日（金）に岩手大学を会場に

開催されることになりましたので多数の参加をお

願いします。 

 詳しい日程、参加、個別報告の申し込み方法につ

いては学会ホームページに掲示しますのでホーム

ページをご覧の上申し込み願います。（今年は会員

への郵送による 

 開催案内通知と出席報告を廃止し、ホームページ

による告知とＦＡＸ、Ｅメールでの出席受付を行い

ます。） 

 

◆シンポジウム（8 月 23 日 9:00～16:30） 

テーマ「品目横断的経営安定対策始動下における東

北の集落営農～その現状と存立条件～」 

座長：横山英信氏（岩手大学人文社会科学部教授） 

    宇野忠義氏（弘前大学農学生命科学部教授） 

基調報告 

第１報告「地域農業・農村における集落営農の役割

（仮）」 

長濱健一郎氏（秋田県立大学生物資源科学部教授） 

第２報告「岩手県における集落営農の現状と課題

（仮）」 

前山 薫氏（岩手県農業研究センター主任専門研究員） 

第３報告「山形県庄内地域における集落営農をめぐ

る動向（仮）」 

  角田 毅氏（山形大学農学部助教授） 

第４報告「ＪＡみやぎ登米における集落営農の実践

（仮）」 

  阿部長壽氏（みやぎ登米農業協同組合代表理事組

合長） 

 

◆個別報告（8月 24 日 9:00～12:00） 

 

◆ミニシンポジウム（8 月 24 日 13:00～15:30） 

 テーマ:「集落営農における起業化と多様な人材の

活用～農村女性のライフスタイルの実現を通じて

～」 

座長：吉野英岐氏（岩手県立大学総合政策学部教授） 

基調報告 

「農村女性の起業化支援～ライフスタイルの実現

に向けて」 

  佐々木きし子氏（岩手県中央農業改良普及センタ

ー県域普及グループ上席農業普及員） 

パネルディスカッション 

  コーディネーター：吉野英岐氏 

  コメンテーター：佐々木きし子氏 

  パネリスト： 

  後藤俊夫氏（(有)ライフクリエート・ケイ前代

表取締役） 

  菊池ナヨ氏（あやおり夢を咲かせる女性の会会

長） 

  菊池清子氏（(農)宮守川上流生産組合環境部会

長） 

  及川烈氏（(農)原体ファーム元組合長） 

 

 

会員名簿作成と名簿情報公開
に関する意向調査について 

 

 東北農業経済学会会員名簿の作成準備をしてお

ります。名簿作成に当たりましては、2005 年 4 月

から施行となりました「個人情報保護法」を遵守す

ることになります。名簿作成のプロセスとしまし

て、①各会員への会員調査票の郵送による送付、②

必要事項を記入した調査票の返信葉書による返送、

③会員へ名簿の送付、を予定しております。スケジ

ュールとしましては、①を 2007 年 4 月、②の期限

を 2007 年５月末、③の送付は 2007 年中を予定し
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ております。 

調査票の記述方法等に関する詳細は調査票に記

載しますが、前述しましたように「個人情報保護法」

に基づき、調査票には、項目ごとに名簿掲載の有無

をお聞きすることになります。ご本人の同意が得ら

れない場合にはお名前も掲載しないことになりま

す。なお、ご回答がなかった会員につきましては、

理事会の責任のもとに氏名のみは掲載させていた

だきますので、ご了承くださいますよう、お願いい

たします。 

なおメールでの回答をご希望の方は、同封ハガキ

裏面の記載事項と同内容のものを下記メールアド

レスに返信してください。 

小山良太 e-mail：koyama@econ.fukushima-u.ac.jp 

 

 名簿に掲載する事項につきましては、以下を予定

しております。 

１．個別会員【青森県】【岩手県】【宮城県】【秋

田県】【山形県】【福島県】【新潟県】／２．団体

会員／３．大会開催地シンポジウム論題一覧／４．

役員／５．木下賞受賞者一覧／６．会則規程 

 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

 

学会ホームページを大幅に更

新します 

 本学会のＨＰ（http://wwwsoc.nii.ac.jp/aest/）を大

幅に更新する予定です。まず大会記録等を最新のも

のに変えて本学会に関わる情報を整備します。ま

た、学会に関心をもつ方に対象に、入退会の手続き、

学会誌への投稿、学会発表に関する分かりやすいガ

イダンスも加える予定です。 ５月末を目処に更新

作業を進めますので、時々ＨＰにアクセスしてみて

下さい。 

 なお、ＨＰに記した連絡先の電子メールアドレス

を変更しましたので、ご注意下さい。 

 

学会の動き 

■学会誌第 25 号 1 号の発行予定 

 ６月に大会特集号として刊行する予定です。 

 

■担当理事会・事務局会議 

 新役員体制になって以来、担当理事会と事務局会

議をそれぞれ２回開催しました。概要は以下の通り

です。 

◇第１回担当理事会 

日時：2006 年 11 月 18 日 14:00～17:00 

場所：秋田市カレッジプラザ 

出席者：佐藤了、大鎌邦雄、神田健策、小池俊吉、

小山良太、柳村俊介 

議題：１．2006 年度の会務と担当区分／２．学会賞

選考委員会関係／３．編集委員会／４．企画関係／

５．庶務・会計・会員管理／６．大会関係 

◇第１回事務局会議 

日時：2006 年 12 月 24 日 13:00～15:00 

場所：東北大学農学部・大鎌研究室 

出席者：大鎌邦雄、小山良太、柳村俊介 

議題：１．編集委員会との業務分担／２．会費請求

／３．ＨＰ管理／４．会員名簿の発送／５．ニュー

スレターの発行／６．会計処理／７．第２回担当理

事会の設定 

◇第２回事務局会議 

日時：2007 年 1 月 26 日 15:00～17:00 

場所：東北大学農学部・大鎌研究室 

出席者：大鎌邦雄、小山良太、大村道明、柳村俊介 

議題：１．学会の会計簿の整理／２．会員名簿につ

いて／３．ニュースレターについて／４．ホームペ

ージについて／５．担当理事会の開催要請 

◇第２回担当理事会 

日時：2007 年 3 月 10 14:00～17:00 

場所：東北農業研究センター 

出席者：佐藤了、小池俊吉、大鎌邦雄、神田健策、

小沢亙、小山良太、小川勝弘、柳村俊介 

議題：１．学会誌編集委員会について／２．会員名

簿の作成および会員管理について／３．ニュースレ

ターの発行について／４．ホームページの更新につ

いて／５．岩手大会の準備について／６．学会会計

予算・決算書について／７．今後の学会賞のあり方

について 
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